
1991 年､兵庫県生まれ。博士（理学）。東大院生時代、千葉県柏
市の空きアパートを改修して手作り科学館「Exedra」をつくり、
現在は副館長を務める。害獣として駆除された動物の皮をなめし、
教材としての活用を進める「害獣レザープロジェクト」代表として、
これまで廃棄されていた天然革の新たな利用法を提案している。

　　　　　　                              

【 日  時 】2022年3月19日（土） 15:00～16:30
【 会  場 】オンライン開催（Zoom）
【 参加費 】無料
【 定  員 】15名（先着順）
【 申  込 】「お名前」「電話番号」をご記入いただき、
            メールにてお申し込みください。（3/18締切）
             ◆申込先：info@shinjuku-ecocenter.jp
【 注  意 】・Zoomは、オンラインでセミナーやミーティングなどを
               開催するために開発されたアプリケーションです。
               ・参加が決定した方に専用URLをお送りさせて
               いただきます。各自のパソコンやタブレットPC等から
               アクセスしてください。
　　　　　　　 ・接続環境や必要な機材は、各自でご準備ください。
　　　　　　　 カメラ及びマイクONでのご参加を推奨します。

都市型酒蔵の挑戦

水・酵母・米、すべてが東京産。

港区のビルでつくる、TOKYOの日本酒。

「質が安定しているし、衛生的。

　　東京水はいい酒が造れますよ」と寺澤さん。

　鉄筋コンクリート４階建てのビル内で、

　 とことん東京らしさにこだわり抜いた

　  ユニークな酒造りの取組について伺った上で、

  “地域活性”や“地産地消”など…

   　　　　　日本酒づくりの可能性を考えます。

1960年、京都府生まれ。大手の酒造会社に就職し、20年間
働いて酒づくりの全工程を身につける。2011年に東京港醸造の
杜氏となり、港区芝の4階建てビルをリノベーションし、都市型
酒蔵を開設。東京ならではの日本酒をつくりながら、日本各地で
その土地の特徴を活かした小規模醸造所の立ち上げに挑戦中。


